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ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
製品を正しく安全にお使いいだたくために、ご使用前に本書をよくお読みください。お読みになったあとは、大切に保管してください。
最新版のPDFファイルは、下記のウェブサイトからダウンロードできます。
http://www.yamaha.co.jp/manual/japan/

特長
デジタルサウンドプロジェクターは、音声をビーム化し壁に反射させてサラウンド音響を実現しています。音声ビームを反射させる壁がないと、
音声は視聴位置に届きません。サウンドリフレクションボードYRB-100を適切に設置すると、壁がない場所でもサラウンド音響を実現でき
ます。

同梱品
すべての部品を取り出し、部品が2台分そろっていることを確かめてください。

パネル(反射板)
両面の保護シールをはがして	

ご使用ください。

パネルホルダー パネルガード
(4本)

ベースネジストッパー

壁があり、確実にサラウンド再生できる環境

右（または左）に通路などの空間がある部屋 後ろに空間がある部屋

壁がないと音が反射しない サウンドリフレクションボードで	
音を適切に反射させることで改善

また、以下のような部屋に設置すると効果があります。

テレビ

サウンドプロジェクター

YRB-100

接合部

本製品を使用して音声ビームを視聴位置に反射させるには、サウンドリフレクションボードを適切に設置し、サウンドプロジェクターから出
力する音声ビームを調整する必要があります。音声ビームの調整方法の詳細は、サウンドプロジェクターの取扱説明書をご覧ください。

NOTE
視聴環境によっては、YRB-100を 1台のみ使用します。
YRS-2100/2000/1100/1000などのシアターラックシステムにも同じように使用できます。

ポール

日本語ページは日本国内用です。
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安全上のご注意

組み立て

 警告

設置

禁止

	本製品に体重を掛けたり、寄りかかったりしない。
転倒してけがをしたり、製品が破損したりするおそれがあります。
とくに小さい子供やペットにご注意ください。

 注意

組み立て

必ず実行

	高さ、角度調節のときはパネルを直接持たず、パネルホルダー
を持つ。
パネルを持つと、製品が破損するおそれがあります。

必ず実行

	パネルホルダーを、ネジがポール（支柱）に確実に固定でき
る位置に取り付ける。
転倒してけがをしたり、製品が破損したりするおそれがあります。

禁止

	付属品以外のネジを使用しない。
製品が破損したり、けがをしたりすることがあります。

必ず実行

	ネジは確実に締める。また長期間使用しなかった場合、ネジ
が緩んでいないことを確認する。
ネジの締め付けが不十分な場合、パネルが落下して、けがをする
おそれがあります。

禁止

	ネジを強く締めすぎない。
過大な力で締め付けると、製品が破損したり変形したりすること
があります。

設置

禁止

	平らでない床面などの不安定な場所、振動する場所、滑りや
すい場所には設置しない。
転倒してけがをしたり、製品が破損したりするおそれがあります。

禁止

	本製品を直接風が当たるところに置かない。
風によって転倒して、けがをしたり製品が破損したりするおそれ
があります。

必ず実行

	次のような場合は、転倒するおそれがあるので注意する。
・カーテンが本製品に触れる位置で動いている場合
・本製品の近くを人が通る場合
・本製品の近くでドアが開け閉めされる場合
転倒すると、けがをしたり製品が破損したりするおそれがあります。

必ず実行

	本製品を移動する場合は、必ずポールを持つ。
パネルやホルダーを持って移動すると、製品の破損につながるお
それがあります。

お手入れ

必ず実行

	本製品をお手入れするときは、乾いたやわらかい布で拭く。
または、中性洗剤を軽く含ませ、固く絞ったやわらかい布で
拭きとる。
有機溶剤は使用しないでください。

その他

禁止

	本来の目的以外で使用しない。
転倒してけがをしたり、製品が破損したりするおそれがあります。

1	 ポールをベースの中央に挿し込む
ポールの接合部とベースに隙間ができないように挿し込みます。

接合部

2	 パネル（反射板）をパネルホルダーに取り付ける
イラストのように、パネルの穴をパネルホルダーのフックに取り
付けます。片側2か所を取り付けたあと、反対側を取り付ける際
は、パネルを少し曲げて押しこむように取り付けてください。

 注意
取り付ける際は、パネルの角でけがをしないようにご注意ください。

4	 ストッパーとパネルホルダーをポールに取り付ける
パネルホルダーが落ちないように、ストッパーをポールに取り付
けます。
パネルホルダーをポールに取り付け、確実にネジを締めます。取
り付けるときは、パネルではなく、パネルホルダーを持ってくだ
さい。
パネルの高さは、ポールの先端がパネルホルダーの穴から少し出
る位置より高くしないでください。

表

裏

パネルガード

ストッパー

3	 パネルガードを取り付ける
イラストのように取り付けてください。

この表示の欄は、「死亡する可能性または重傷を負う可能
性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害が発
生する可能性が想定される」内容です。
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設置と調整

図を参考にしてサウンドリフレクションボードを置く
 注意

サウンドリフレクションボードを移動するときは、必ずポールを持ってください。

サウンドリフレクションボードを設置する前に、サウンドプロジェクター
の自動設定の「ビーム調整」を実施する
壁に反射させるチャンネルのビーム角度を測定します。自動設定したあとは、「決定」キーを
押して、サウンドプロジェクターに設定を保存してください。

サウンドプロジェクター、サウンドリフレクションボードおよび視聴位置
の関係から、パネルを適切な高さに調節する
パネルの高さを調節するときは、パネルホルダーのネジをいったん緩め、高さを変えて締め
なおしてください。

音声ビームが視聴位置に反射するようにパネルの方向を調節する
テレビをつけ部屋を少し暗くして視聴位置からパネルを見た場合に、パネルにテレビ画面が
写り込んでいるとき、パネルは適切な方向になっています。
場合によっては、テレビ画面の上下が欠けて写ることがあります。これは問題ありません。
パネルの方向は、パネルホルダーまたはポールを持って調節してください。

2 位置を決める

1 ビーム調整をする
（1 回目）

3 高さを決める

4 左右の方向を決める

同じ長さ

パネルの中央をサウンドプロジェクターの
高さと耳の高さの真ん中にする

フロント側の高さ

パネルにテレビ画面が
写り込むように調整する

パネルにテレビ画面が
写り込むように調整する

NOTE
サウンドリフレクションボードを移動した場合は、元の位置や方向に戻してください。

パネルの上端を耳の高さと同じにする

サラウンド側の高さ

フロント側 1.5～3m目安フロント側 1.5～3m目安

YRB-100

視聴位置

フロント側
視聴位置より前、
サラウンド側用パネルより
外側に設置する

サラウンド側
視聴位置より後ろ、
フロント側用パネルより
内側に設置する

サラウンド側 1～2.5m目安サラウンド側 1～2.5m目安
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パネルに反射させるビーム角度などを調整します。
ビーム角度は、パネルからの反射音を聞きながら調整します。

NOTE
サウンドリフレクションボードをフロント側のみに設置した場合は、「ビーム
調整+音質調整」で自動設定してください。使用環境によっては、自動設定で
適切に設定されない場合があります。そのときは手動調節してください。

ビーム角度の調整方法は、サウンドプロジェクターによって操作
が異なります。詳細は、サウンドプロジェクターの取扱説明書を
ご覧ください。

1	 リモコンを「YSPモード」に切り替える
•	YSP-1000/800の場合 :
リモコンの「YSP」キーを押します。

•	YSP-4000/3000/1100/900/600/500、	
YRS-2000/1000の場合 :
リモコン右側部の「TV/AV―YSP」スイッチでYSPを選択し
ます。

•	上記以外のモデルの場合 :
リモコンのモード切替は不要です。

2	 リモコンの「設定」キーを押す
設定メニューが表示されます。

3	 ビーム設定を「5	ビーム」または「5ビーム	プラス2」
にする

•	YSP-4000/3000/1100/1000/900/800/600/	
500、YRS-2000/1000の場合 :
「詳細設定」→「ビーム設定」→「設置視聴環境」→「本体設置位置」
の設定を確認します。「コーナー置き」設定の場合、「壁置き」設
定に変更し、リモコンの「5ビーム」キーを押します。
この場合、サウンドリフレクションボードを使用しないチャンネ
ルも手順5でビーム角度を調整してください。

•	YSP-5100/4100の場合 :
「サウンド出力設定」→「ビーム出力設定」→「ビームモード」を	
「5	ビーム」または「5ビーム	プラス2」に設定します。

•	YSP-2200、YRS-2100/1100の場合 :
「サウンド設定」→「サウンド出力」→「サラウンド」を、「5	ビー
ム」または「5ビーム	プラス2」に設定します。

•	上記以外のモデルの場合 :
ビーム設定は不要です。

4	 設定メニューで「詳細設定」→「ビーム調整」→「水
平角度」を選択する
調整画面が表示されます。

5	「△」/「▽」/「v」/「w」キーを押して音声チャ
ンネルを選択し、ビーム角度を調整する
視聴位置でパネルからの反射音が最も大きくなるように調整して
ください。

ビーム調整画面の例

6	 自動設定の「音質調整」を実施する
パネルに音声ビームを反射させるチャンネルと通常の壁の反射を
使用しているチャンネルの音質や音量の違いを補正します。自動
設定したあとは「決定」キーを押して、サウンドプロジェクター
に設定を保存してください。

「ビーム調整」および「ビーム調整+音質調整」は選択しないで
ください。それまでに調整したビーム角度が変わってしまいます。
自動設定用のマイクを接続すると自動的に「ビーム調整+音質調
整」になるモデルもあるのでご注意ください。誤って選択してし
まった場合は、サウンドプロジェクターの調整を最初からやり直
してください。

	 音質調整が完了したら、サウンドプロジェクターの
調整は終了です。

こんなときは
正しく設定されているかわからない
→	 サウンドプロジェクターからチャンネルごとのテストトーン
を出した場合に、対応するパネルの方向から高音域の音が聞
こえれば正しく設定されています。

音がパネルの方向から聞こえない
サウンドリフレクションボードを動かしてしまった
→	 サウンドリフレクションボードの設置からやり直してくださ
い。

仕様
外形寸法	
(W×H×D)

300	ｘ	1175（最大）ｘ	195	mm

パネル寸法 300	mm	ｘ	450	mm

パネルの高さ調整範囲
（パネル中央の高さ）

243	mm	～	950	mm

ベース寸法 直径	195	mm

質量 1.5	kg（1台）

5 ビーム調整をする
（2 回目）
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